
大分県口蹄疫総合対策本部の設置について

平成 22 年 4 月 30 日

大分県農林水産部

本県では､現在口蹄疫は発生しておりませんが、宮崎県での相次ぐ発生を受けて､ 4 月 28

日には国から県内牛・豚等主要農家全てに対して消毒薬散布の決定がありました。また、

県内の家畜市場は、4 月 26 日の県北市場の中止に続き、5 月 11 日予定の玖珠市場、12

日、13 日予定の豊肥市場の開催延期が決定されました。

このため、県としては､口蹄疫の県内発生予防に万全を期するとともに、畜産農家の経

営支援を行うため、「大分県口蹄疫総合対策本部」を本日設置しました。なお、口蹄疫は

牛・豚などの偶蹄類の動物の病気であり、人に感染することはありません。感染牛の肉が

市場に出回ることもありません。

１ 畜舎等の消毒の徹底

4 月 29 日から県内全ての牛・豚主要農家に対し消石灰を配布

対象農家 2,430 戸

配布数量 約 18,400 袋／ 20 ㎏

２ 大分県家畜伝染病対策支援資金の創設

対象農家 延期された 5 月の家畜市場に出荷を予定していた農家

貸付対象 当面必要な運転資金

限度額 500 万円（法人・個人とも）

和牛 30 万円 乳用種スモール 2 万円 その他の牛 10 万円

資金枠 4 億円（農業近代化資金）

利 率 無利子（別途保証料 0.6 ％）

３ 相談窓口の設置

農林水産部畜産振興課 097-506-3686

大分家畜保健衛生所 097-541-5241・5242

豊後大野家畜保健衛生所 0974-22-0179・2160

玖珠家畜保健衛生所 0973-72-0313・0516

宇佐家畜保健衛生所 0978-37-0473

資金関係

農林水産部団体指導・金融課 097-506-3613

問い合わせ先

農林水産企画課

担当：久々宮、小野(洋)

℡ 内線（3511、3512)


